
日本行動計量学会会報 第96号 2003年3月1日

－1－

日本行動計量学会事務局
〒106-8569
東京都港区南麻布4-6-7
統計数理研究所 村上研究室
Tel & Fax 03-5421-8766

行動計量学会大会の第30回目という1つ

の区切りを多摩大学で、9月19日から21日

の日程で開催することができました。

開催についての打診がございましたとき

には、大学の会員数も２名であり、広報活

動なども考えると、お受けして実行できる

かどうかに不安がありました。学会事務局

の村上征勝統計数理研究所教授から、人員

などについてもご協力の申し出も頂き、や

れるのではないかと思い、第30回開催をお

受けすることにしました。

企業などからの賛助については、困難が

予想されましたが、会員の方からの企業の

ご紹介なども頂き、予想より多くの賛助金

を得ることができました。統計学会大会が

近くの明星大学で開催される予定などがご

ざいましたが、会員の方の積極的なご協力

を頂き、特別講演3件、発表件数129件があ

りました。非会員の方の参加も77 名に上

り、参加者数は約260名でした。テーマと

しましては、従来にも増して多くの分野で

計量することが重要視され、より「計量」す

ることの意味が問われてきている時期では

第30回行動計量学会大会報告
大会実行委員会 委員長 今泉 忠

ないかと実行委員会でまとまりました。そ

こで、今大会のテーマを「データを評価す

る」として開催致しました。これは、一方

に分析データが容易に、また、時には安易

に収集されてしまう時代に有効な計量とは、

という基本的な事柄に立ち戻って考えたい

という意味もありました。特別講演では、

「データ」を問う意味も含めて、計量が困難

なデータへの接近とデータマイニングの観

点からそれぞれご講演頂きました。

今回の大会は非会員の方の参加者数にも

示されるように参加者の顔ぶれも多彩に富

み、行動計量学会らしい大会になったので

はないかと思っております。これもひとえ

に、会員の皆様のおかげと感謝しておりま

す。

ただ、非常に残念なことに「調査」に関

して鋭い洞察を持ち、また警鐘を鳴らされ

ておられた林知己夫初代理事長からのご意

見をお聞きすることが出来ませんでしたこ

とが残念で御座います。大会委員長として

もご冥福をお祈り申し上げます。
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奥野忠一先生を偲ぶ

筑波大学大学院ビジネス科学研究科・教授
椿 広計

本会名誉会員奥野忠一先生が、2002年12月24日
亡くなられました。80歳でした。
先生は1922年大阪船場で生まれ、1944年東京大

学理学部数学科卒業とともに大学院特別研究生に採
用され、その後1946年―1975年（73年―75年には
物理統計部長）の長きにわたり、農林省農業技術研
究所で、畑村又好先生、奥野千恵子先生、塩見正衛
先生、広先昭太先生をはじめとする強力なスタッフ
とともに、Fisher流の農業実験計画法に関わる体系
的研究（誤差の評価、多因子計画）や計算機プログ
ラム開発、多変量解析による作物成長の適応制御技
術の開発可能性追究などに当たられました。また、
当時から先生は、国内外の多くの分野の方々と交流
を深め、統計的方法応用の地平を切り開きました。
特に、わが国統計的品質管理活動分野に最新の統計
的方法を紹介し、検査・工程管理重視から、多変量
解析などによる工程改善、実験計画法による設計重
視の方向に品質管理活動を牽引されました。その功
績により、大内賞（1968）、デミング賞本賞（1969）、
農林大臣賞（1973）を授与されています。
その後1975年―1983年には東京大学工学部計数

工学科教授として計数工学第4講座を主宰され（廣
津千尋助教授、柴田義貞助手、藤野和建助手いずれ
も奥野先生着任当時）、比較的短期間であったにも
関わらず、その薫陶を受けた大学院生で現在統計科
学・数理科学分野で研究･教育・実務活動に従事する
ものは、年代順に三輪哲久（農環技研）、西尾敦（明
治学院大）、大橋靖雄（東京大）、杉原正顕（名古屋
大）、室田一雄（東京大）、中野純司（統数研）、椿広
計（筑波大）、鈴木敦夫（南山大）、会田雅人（統計
局）、渡橋靖（三共）を挙げることができます。もち
ろん、当時の大学院生で現在ビジネスの一線で活躍
する方も6名います。また、この間1981年―1983年
には、国立公害研究所環境情報部長を兼務され、広
崎昭太先生や松本幸雄先生と共に環境統計分野の開
発に努められました。奥野先生の後任は広崎先生に
なられました。その後広崎先生が病魔に倒れられた
ことは奥野先生にとっても残念なことであったと推
察します。
東京大学退官後、1983年から東京理科大学工学

部経営工学科教授として活躍され、博士課程や経営
学部の創設などに尽力され、専攻長、工学部長（1985
―1988）、経営学部長（1993―1997）、理事（1988―
1997）として活躍されました。多忙な学事の中でも、

現在統計科学研究者となった、椿美智子（電気通信
大）、野沢昌弘（東京理科大）、石塚直樹（国立がん
センター）、浜田知久馬（東京理科大）をはじめとし
て多くの院生を育て、学生から慕われました。
この他にも先生は、産官学に関わる多くの重職

を果たされました。1977年―1989年は統計審議会委
員（調査技術開発部会部会長）として、数々の官庁
統計の標本設計に関与されると同時に、推計技術改
善や用語の標準化などに関わりました。また、学会
活動としては、応用統計学会や日本計量生物学会の
立ち上げにご尽力され、1977年から1979年に国際
統計学会副会長、1981年応用統計学会会長、1982年
日本品質管理学会会長、1987年―1989年日本計量生
物学会の会長と精力的に国内外の統計科学の広い分
野を統括されました。国際標準化機構第69専門委員
会「統計的方法の適用」の活動も長く行われ、日本
代表委員として6回総会（内2回は日本で開催）に
出席されました。また、同委員会の国内委員会委員
長も務められました。これらの長年にわたる功績か
ら、1999年勲三等瑞宝章を受章されています。
奥野先生の研究として、注目されるのは実験計

画法の直交表実験に関わる理論的整備です。奥野・
芳賀（1969）「実験計画法」培風館に掲載されている
線点図は、ResolutionⅣの割付（交互作用と主効果
が交絡しない）が意識されています。これは、もと
もと奥野・塩見（1965）「直交表による多因子計画の
わりつけ」農技研報告A-12によるものですが、ミシ
ガン大学のJeff Wuをはじめとする欧米の統計学者
がこの性質に気を使い論文化したのは、1990年代も
半ばに入ってからです。これに限らず、奥野・芳賀
の「実験計画法」はFisher流実験計画の真髄を極め
た名著で、Fisher の 3原則をこれほど明解に記述し
た本は世界に類例がありません。筆者は幸運にもこ
の本に基づく、奥野先生の講義を1982年に聴講する
ことができました。先生の質問に誤って答え、乱塊
法実験の真意を気付かせてくださった瞬間を今でも
大切にしています。先生は、一般的な「直交表実験
でResolutionⅤ（2因子交互作用同士も交絡しない）
を要請すると何要因まで割り付けられるか」という
レポート課題を出したのですが、これは実は当時
（今も？）未解決問題で、先生自身が考えたかった問
題だそうです。なお、先生の実験計画法研究につい
ては、奥野（1994）「農業実験計画法小史」日科技連、
に取りまとめられています。
行動計量学分野では、日本科学技術連盟に先生

が1971年に設立した多変量解析研究会（MA研）の
活動並びに奥野他（1971）「多変量解析法」日科技連
出版、を忘れることはできません。先生は、Raoや
Anderson 流のMANOVA系の講義を大学ではよく
行っていたのですが、産業界の応用に関しては、重
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平成14年度 第3回理事会議事録

日時：平成14年9月19日
場所：多摩大学多摩キャンパス役員室
出席者：飽戸、池田、岩崎、岩坪、江川、大隅、岡
太、狩野、上笹、菊地、久保、後藤、齋藤、繁桝、
杉山、林、馬場、前川、村上、柳井、柳原、山岡、
吉野、今泉

1. 総会について
事務局から式次第について説明があり、了承さ

れた。

2. 第 30回大会について
1日目の参加者は、受付済みの人数でほぼ200名

であったとの報告があった。

3. 第 31回大会について
名古屋大学村上隆大会実行委員長のもと、名城

大学を会場として行い、統計関連学会連合大会との
同時開催となる旨、報告があった。

4. 平成13年度決算及び平成14年度予算案につ
いて
総会に提案する両案について理事会で承認され

た。ただし、積立金制度について明確化するように
との監事からの指摘を受け、理事会ですみやかに検
討することとなった。
予算の積立金の具体的用途を考慮するにあたり、

社会学関連学会による「社会調査士」制度設立準備
委員会に関連して、本学会からの代表の参加に旅費
等の予算の考慮をしていただきたい旨、吉野理事か
ら申し出があった。

回帰分析、主成分分析を中心とした、むしろ、基本
的なツールを問題解決のためにしっかりと使うとい
う方向性を打ち出されており、因子分析などについ
ても冷淡であったように思います。日本科学技術連
盟は、本来品質管理関係の企業の方が集まることが
多いのですが、初期のMA研は、先生の人柄を慕っ
て金融、官能評価分野で多変量解析を使ってみよう
という方々も多くいらっしゃり活気があふれていま
した。奥野･山田（1978）「情報化時代の経営分析」東
大出版会は、今日の倒産分析や格付け分析の先駆で
すし、奥野他（1986）「工業における多変量データの
解析」日科技連、もその後1988年から開始されるト
ヨタのSQCルネッサンス活動の前触れであったよう
に思われます。また、先生は、スネデッカー・コク
ラン「統計的方法」、ラオ「統計的推測とその応用」、
ケンドール「多変量解析」など質の高い名著の翻訳
も手がけられました。想像するに、小生の知らない
先生の活躍はまだまだ多いのだと思います。
奥野先生は、「数学者の中には三度の飯より数学

が好きだという者がいるが、自分は絶対三度の飯の
方が好きだ」とおっしゃられていました。また、飛
行機が苦手のはずなのに、海外の研究者、国内の数
多くの分野の方々との交流を信じられないほどの熱
心さで行われました。先生は、晩年日本的TQCがマ
スコミに批判を受けた際にも、現場の問題解決の重
要さについて一切妥協的な発言をされませんでし
た。もちろん、先生が有数のグルメであり、人生の
達人であったことは認めるにしても、先生が絵空事
よりは現実の問題を基にした生きた会話や議論の場
を大切にしたことは疑いもない事実であり、それが
奥野先生の統計学をも特徴付けていたと考えます。
先生の残された論文や著書の中に一つとして理論の
ための理論のようなものが無いことは明記されるべ
きですし、学生にもそのような統計に近づかないよ
うにと諭されていました。
学生時代以来、小生の輪講や学会発表を奥野先

生が聴いてくださると、「今日の発表はちょっとだ
めだね」とか、「大体よく話せていたと思うが、この
視点が欠けてたのが問題だね」と、必ず、終了後大
阪弁のアクセントで、ニコニコしながら辛口で寸評
してくださいました。その度に、自分の統計理解に
欠けている点と、先生のバランスのとれた大局的感
覚に気付くのです。ちなみに、3年前豊田秀樹先生
がデータマイニングの講演をMA研でなされたとき
に、もう眼はご不自由だったのですが、じっと聴い
ておられ、「すごい講演だったね」と、しきりに感心
されていました。先生にほめて頂けるような講演を
自分もしてみたいなとつくづく思いましたが、今と
なってはその夢もついえてしまいました。先生が亡
くなる直前に病床でとりまとめられた最後の著書、
奥野（2003）「船場の子世界をあるく－統計学徒の旅

の記録から」日科技連、は、そんな先生の肉声が聞
こえてくるような本です。奥様のお話では、先生は、
もう 1 冊論理的な本を書きたかったとのことです
が、本書が、生涯新天地を切り開き続けた統計家・
奥野忠一先生の旅を締めくくる本となったのも、い
かにも先生らしいことに思います。小生は、先生が
亡くなられた日の午前中に横浜の書店で、先生の
「実験計画法」を久しぶりに見つけ、手にとって眺め
たのですが、それは「椿君もっと勉強しなきゃだめ
だよ」という先生の寸評だったのだと信じることに
しています。奥野忠一先生、本当に長い間ありがと
うございました。どうぞゆっくりとお休みくださ
い。
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5. 日心連基礎資格のあり方に関する照会
日心連基礎資格について、日心連から照会が

あった。特に認定心理士とのすり合わせについての
照会であり、本学会としてはもう少し情報が欲しい
との返答をすることとした。

6. 各種委員会報告
・編集委員会
林知己夫先生の追悼文を2～3ページで、和文、

欧文、両誌に掲載し、杉山理事長に執筆をお願いす
る。電子ジャーナル化については、今後も検討して
いく方針であるとの報告があった。
・和文誌編集委員会
現在、29巻1号が入稿し、29巻2号は10月に入

稿する予定である。また、30巻1号も、3月までに
出版する予定であるとの報告があった。
・欧文誌編集委員会
Vol.29, No.2が Special Issueとして発行されたこ

とが報告された。なお、この号について、乱丁があ
り、12/1発行の会報と次号の欧文誌に情報を掲載す
ることとし、希望者には交換に応じるとの報告が
あった。
・運営委員会
11月と12月に3回シンポジウムを開く予定であ

るとの報告があった。また、研究部会の採択件数に
ついて、活動年数を複数年とした関係で、来年度か
ら合計で6件としたいとの提案があり、承認された。
12/1 発行の会報に、林知己夫先生の追悼文を掲載
し、杉山理事長と、できればもう1名程度に執筆を
お願いするとの報告があった。

7. その他
・前回議事録が修正の上、承認された。
・事務局より、会員の移動状況の報告があった。
・林知己夫先生のご家族より、ご寄付の希望があり、
学会賞基金としてお受け取りすることとした。
・学会賞のうち、功績賞・優秀賞の名称について、今
年度より林知己夫賞とすることとした。

役員選挙結果
選挙管理委員会

岡太彬訓・芳賀麻誉美・前田忠彦

平成15年度～17年度役員の選挙結果について下
記の通りご報告致します。なお、今回の選挙では初
回送付時に選挙人名簿の不備等があったため、投票
用紙を再送付し、選挙手続きをやり直しました。会
員各位にはご迷惑をおかけしたことをお詫び申し上
げます。

実施概要
無記名投票による。理事5名、監事2名を記入。
投票締切：平成15年1月10日（金）当日消印有
効

開票概要
日時：平成15年 1月 31日（金）13:00～ 18:00
場所：統計数理研究所
返送総数注1 139通
有効投票 137通
無効投票 2通
（投票用紙を投票用封筒に未封入のもの）
理事投票通数 135通（延べ投票数616票）
監事投票通数 108通（延べ投票数206票）

開票結果
1. 理事当選者注2

飽戸 弘，朝野熙彦，池田 央，今泉 忠，岩崎 学，
岩坪秀一，大隅 昇，岡太彬訓，狩野 裕，上笹 恒，
齋藤堯幸，繁桝算男，杉山明子，高木廣文，竹村
和久，豊田秀樹，林 文，前川眞一，丸山久美子，
村上 隆，村上征勝，柳井晴夫，山岡和枝，吉野
諒三，渡辺美智子

以上25名（五十音順）
2. 監事当選者注3

柳原良造，吉村 功
以上2名（五十音順）

注1）有効投票数は再投票分（ピンク色の投票用紙
による）だけを返送数として計数したものであ
る。やり直し前の（緑色の投票用紙による）返送
が100通あった。

注2）理事選挙同点者は、くじ引きにより当落を決
定した。

注3）監事選挙の次点については、選挙管理委員会
で第7位までの氏名を記録してある。
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2002年度
春の合宿セミナーのお知らせ

運営委員 岡太彬訓・山口和範

今年度で第6回目となる日本行動計量学会・春の
合宿セミナーを下記の要領で開催します。今回のセ
ミナーは、昨年と同様に講師の先生を中心に、テー
マを決めた学習、討論を主体に実施します。常々疑
問に思っている事柄の解明、あるいは新しい分野の
開拓のための絶好の機会ですのでぜひご参加くださ
い。
宿泊しての参加を原則としますが、通いでも構

いません（研修所はきれいで清潔。宿泊は個室で
す）。現在、すでに参加登録中です（非会員の方の登
録も可能ですので周りの方にもご紹介ください）。
3月は富士山がよく見える季節です。富士の麓で

のセミナーに多数の参加をお待ちしています。

記

日　時：2002年 3月 26日（水）～3月28日（金）
（2泊3日）
会　場：東富士リサーチパーク内
TOTO東富士研修所
JR御殿場駅より送迎バスで20分

講師およびセミナータイトル
特別講演講師：Wolfgang Gaul, University of
Karlsruhe, Germany

テーマ：Preference Analysis, Consumer Satisfaction,
and, Customer Relationship Management

セミナー講師およびセミナータイトル
足立浩平（甲子園大学）：等質性分析による数量
化法と尺度混在データの主成分分析

岩崎 学（成蹊大学）：不完全データの統計解析
繁桝算男・大森拓哉（東京大学）：ベイズ統計入
門－BUGSとともに－

前川眞一（東京工業大学）・野上康子（財団法人
日本国際教育協会）：項目反応理論によるテ
スト作成

山口和範（立教大学）：潜在変数モデルによる統
計解析

名誉会員に関するご報告
担当理事 上笹 恒

会則の規定と理事会の申し合わせ事項に基づく
審議の結果、２００２年度第１、２回理事会におい
て宮原守男、林知己夫両氏が当学会の名誉会員とし
て推薦されました。その後、同年９月の第３０回大
会時の総会において両氏の名誉会員が承認されまし
た。
宮原守男氏（虎ノ門法律事務所）におかれまして

は、１９７３年の日本行動計量学会発足時から２０
０２年度まで実に３０年の長期にわたり監事を勤め
られ、法律のご専門を生かした当学会関連のさまざ
まな役割を果たしてくださいました。その間には、
早くから法律学の計量的な研究をなされ、編集委員
会委員も３期勤められるなど多大な貢献をなされま
した。
（故）林知己夫氏（統計数理研究所名誉教授）に
おかれましては、１９７３年の日本行動計量学会の
創設者として、それまでに至る研究会の段階での基
礎づくりから始まり当学会発足以来１５年間理事長
を勤められ、また編集委員会委員、刊行物委員会委
員、会則検討委員会委員なども歴任され、学会の体
制を堅固なものとされ、研究面での発展に多大なご
尽力をいただきました。なお、林氏からの基金によ
り功績賞・優秀賞の学会賞（林知己夫賞と改称）が
創設されております。
ここに、お二人の先生に深甚なる謝意を表する

次第です。

また、ソフトウェア会社のソフトウェアの展示
やデモも行なわれます。定員になり次第、締め切り
ますので早めのお申し込みをお願いいたします。プ
ログラムなどの詳細・お申し込みはこちらのWEB
ページをご覧下さい。

http://www.ir.rikkyo.ac.jp/bsj/seminar2003.html
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シンポジウム「世論調査のゆくえ」
報告

第76回行動計量シンポジウムは、「世論調査のゆ
くえ」と題して、多摩大学と共催により、2002年11
月23日、渋谷マークシティ内の多摩大学ルネッサン
スセンターで開催されました。参加者総数は109名。
近年のＲＤＤ法の導入による「世論調査の日常

化」、同時に進む「世論調査のアウトソーシング化」
を主な論点として、世論調査（マスコミ世論調査）の
実務責任者の方々の報告に基づき、日本の世論調査
にかんする将来展望をおこなってみました。
報告者、討論者、司会者は以下の通りです。［報

告者］宮森重光（共同通信社調査センター長）・長江
一平（毎日新聞社世論調査室前次長）・松田映二（朝
日新聞社世論調査部）・ツル田知久（読売新聞社世論
調査部）［討論者］山岡和枝（国立保健医療科学院開
発技術評価室長）［司会］松本正生（埼玉大学教授）
また、上記報告者の他にも、各社の政治部の方々

にも発言をしていただきました。
自社の世論調査および世論調査セクションが抱

える現状にかんする、報告者の方々の謙虚な認識お
よび姿勢が印象に残りました。

（文責：松本正生）

加しやすい渋谷キャンパスでの3日目の実施となり
ました。そのため、大会を通して参加頂いた方には
3日目に会場が変わるという不便を、特にデモ展示
をいただいた各社の方々には会場を移るというご面
倒をおかけしまして申し訳ありませんでした。
当日は天気にも恵まれ、懇親会ではそれなりの

夜景も見ることができ、なにより当初心配していた
行動計量学会を多摩大学の規模の大学で受け入れる
ことができるのかという不安も、小さい大学だから
こその全学的なサポートにより円滑にすることがで
き、また参加して頂いた方々からも、「アットホーム
な雰囲気の大会であった」、「懇親会も非常に楽し
かった」という声をいただいたことが、事務局一同、
大会を担当して良かったと思いました。行動計量学
会などの大きな大会は、ともするとある程度の規模
の大学しか担当できないのではないかという自分の
考えを変えることができる良い経験となるととも
に、周りの方のサポートによって仕事をさせても
らっていることを再認識した学会でした。本当に、
皆様ありがとうございました。

第30回大会事務局報告
多摩大学 山本義郎

第30回大会にご参加、ご協力頂きまことにあり
がとうございました。今泉大会委員長から大会報告
が寄せられていると思いますので、私からは事務局
長としての報告をということですが、実際には大会
委員長が非常に多くのことを処理しており、また大
学をあげて学会に協力して頂いたため、全く名ばか
りの事務局長でした。そこで、この場をお借りして
感謝と謝罪をさせて頂ければと思い、寄稿させて頂
きました。
まず、準備段階での問題点として、多摩大学は大

学院が社会人大学院ということで大学院生の手伝い
が見込めない、学部生も研究指向ではないため学会
への興味などないのではということでした。しか
し、全学の教職員をあげてのサポート、秘書や職員
の方に受付・会場の設営から会場案内に至るまで担
当していただき、数多くのスタッフに恵まれまし
た。特に受付・会計の取りまとめを鈴木秘書課長に
一切を担当していただいたことにより円滑に運営で
きたことをここに感謝いたします。学部学生のアル
バイトも2年生から4年生まででしたが、皆非常に
興味をもって担当してくれ、その後の学習意欲にも
つながったことはとても貴重な経験だったと思いま
す。
次に、懇親会の場所についても頭を悩まされま

した。大学の食堂は夏休み期間中ということで利用
できない、大学からバスで移動してということにな
ると時間の見積もりも厳しいなど悩みの種でした。
さらに、昼食に関しても近隣には食堂も少なく弁当
を用意せざるを得ないかということも問題でした。
このことも、本学の山田事務局長の働きかけによ
り、食堂を営業することで、両方の問題を解決する
ことができました。更には、特別講演をしていただ
いた本学の望月教授から講演で紹介されたココ
ファームのワインを、中谷学長も出張のため学会に
参加できないからとワインを差し入れて頂き、私が
準備したのは地ビールの「多摩ビール」を準備する
ことぐらいでしたが、ワインも十分にあったことか
ら地ビールの人気は今ひとつだったようです。
更に、オープンナレッジユニバーシティを標榜

している多摩大学ということで、学会も社会に開か
れたものが実施できないかと、渋谷キャンパス
（マークシティWEST17階）にて3日目のみ開催でき
ないかと画策いたしました。渋谷キャンパスは社会
人教育のためのスペースであることから教室数が十
分でないため、大会を通して利用することは難しい
という判断から3日目にマーケティングやデータマ
イニングなどのテーマを設定し、非会員の方にも参
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消費者の意見を調査しただけでは、マーケティ
ング上の意思決定には役立たないこと、将来の有望
な商品の発見方法や意思決定のありかたなどについ
てシンポジウムの参加者全体で総合討論を行った。
発見能力のある人材の育成法についての質問があ
り、モノ作りのみならず人作りへの関心がうかがわ
れた。
当日は、69人の出席者があり、熱心に議論に加

わってもらった。そのうち非会員は48人であり、学
会活動について広く社会に認知していただく機会と
なった。今回のシンポジウムがマーケティング研究
の進歩の一助となることだけでなく、学会員拡大の
きっかけになることを期待している。

第78回行動計量シンポジウム
繁桝算男

平成15年1月25日（土）、東大教養学部アドヴァ
ンストラボにおいて、「因果をめぐる統計学」とし
て、シンポジウムが開催された。企画者の予想を超
える77名の参加者があり、4名の講演者の発表に対
し、熱心な討論が行われた。4名の講演内容を紹介
する。
薮内（東京大学）は、確率と因果の関係について、

いくつかの考え方を整理して提示した。とくにPop-
perのPropensityがもつ因果概念を興味深いものとし
て説明した。
繁桝（東京大学）は、統計的に因果効果を示す測

度として、処理間の差と回帰関数を示し、それらを
推定する方法を説明した。特に、処理間の差をRubin
の因果モデルによって枠組みを定め、準実験の分析
を調整する方法について説明した。
狩野（大阪大学）は、SEMの枠組みにおいて、

Rubinの因果モデルを取り込むとどうなるかを解説
した。その観点から、Lord's Paradoxを解説した。こ
のパラドックスは、繁桝も取り上げており、しかも、
見解の相違もあって、聞いている人には面白かった
のではないかと思う。
最後に、黒木（東京工業大学）が、確率ネットワー

クのモデルにおける因果構造の摘出と介入効果の問
題を「データ生成過程」の観点から、最新の成果を
交えて説明した。

第77回行動計量シンポジウム報告
朝野熙彦

「マーケティングと行動計量」というテーマで、
第77回行動計量シンポジウムが、平成14年11月30
日（土）13時半～17時半に立教大学池袋キャンパ
スで開かれた。
前半では次の3つの講演があった。

１．マーケティングの諸課題と行動計量
朝野熙彦（都立大学）

２．マーケティングにおける顧客データの分析と活
用
守口 剛（立教大学）

３．非対称MDSと非対称クラスター分析：マーケ
ティングへの応用
岡太彬訓（立教大学）

第1の話題では、マーケティングの歴史を概観
し、マーケティングの定義や課題の変遷について展
望を行い、最近のリレーションシップ・マーケティ
ングの論点を紹介した。適用領域の拡大の一例とし
て大学マーケティングをとりあげ、MCIモデルを用
いた受験者数の予測の事例を報告した。
第2の話題では、小売業とメーカーにおける顧客

データの収集および顧客データを用いた F S P
（Frequent Shoppers Program）について具体的な事例
を挙げながらの講演が行われた。今日的な課題とし
ては、大量データの扱い、産学協同、多領域の研究
者の融合の必要性が指摘された。
第3の話題では、自動車の買い替えの分析例をあ

げながら、非対称的なデータはその情報を失うこと
なく分析すべきことが指摘された。親子の職業移動
や、高校から大学への居住地移動のような非対称行
動の例をあげ、非対称データの分析がコンシュー
マー・インサイトに役立つことが指摘された。芳賀
麻誉美（女子栄養大学）が前半のコメンテーターを
務めた。
後半では、データから得られた情報をもとに、魅

力ある商品やサービスをどのように開発したらよい
かを、下記のパネリストが討論した。

讃井純一郎（関東学院大学 人間環境学部）
井上勝雄（広島国際大学 人間環境学部）
宇治川正人（竹中工務店 技術研究所）
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☆ 第25回日本POS医療学会大会
会　期：2003年 3月 18日（火），19日（水）
会　場：パシフィコ横浜
（横浜市西区みなとみらい1-1-1）

大会テーマ：患者さんと共に歩む診療記録
照会先：第25回日本POS医療学会大会事務局
（川崎市立川崎病院内）
Tel: 044-233-5521, Fax: 044-245-9600
E-mail: pos@pos.gr.jp
URL: http://www.pos.gr.jp/index.html
または
事務局代行
（受付窓口・問合せ先 担当：松崎，加登）

〒113-0034 東京都文京区湯島2-18-6 夏目ビル4F
株式会社メディカルサプライジャパン
Tel: 03-3818-2177, Fax: 03-3815-2644

☆ 日本発達心理学会第14回大会
会　期：2003年 3月 26日（水）～28日（金）
会　場：神戸国際会議場
（ポートアイランド，神戸市中央区港島中町6-9-1）

メインテーマ：生涯発達とその発達支援
照会先：大会準備委員会
〒673-1421 兵庫県加東郡社町下久米942-1
兵庫教育大学塩見邦雄研究室内
日本発達心理学会第14回大会準備委員会
Fax: 0795-44-1134
または
委員会事務局
〒113-8622 東京都文京区本駒込5-16-9
（財）日本学会事務センター内
日本発達心理学会第14回大会準備委員会事務局
Tel: 03-5814-5800, Fax: 03-5814-5823, 5824
URL: http://www.edu.hyogo-u.ac.jp/hcenter/
develop2002/JSDP14.htm

☆ 日本分類学会第19回研究報告会
会　期：2003年 3月 28日（金）
会　場：統計数理研究所
照会先：日本分類学会事務局
〒106-8569 東京都港区南麻布4-6-7
統計数理研究所気付
Fax: 03-5421-8796
E-mail: NAOMITOKYO@aol.com（林なおみ）
URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/jcs/

☆ 日本計算機統計学会第17回大会
会　期：2003年 5月 22日（木），23日（金）
会　場：朱鷺メッセ（新潟コンベンションセンター）
（新潟市万代島6-1）

プログラム：特別講演 安保 徹（新潟大学医学部教授）
「自律神経免疫療法による癌治療 ―癌退縮をもたら
すリンパ球レベル―（仮題）」，坂野 鋭（株式会社
NTTデータ）「パターン認識における統計的手法
（仮題）」他，一般講演・ソフトウェアデモンスト
レーション

関連学会等カレンダー

※注意：本コーナーの情報は、幅広い専門分野にわ
たる会員の皆さまに、なるべく多くの催し物の存在
をお知らせするために編集担当側で収集・要約した
ものです。プログラムや参加方法については、必ず
各催事末尾に掲載の「照会先」にご確認下さい。照
会先は会場となる機関とは別の場合も多いのでご注
意下さい。

＜学会大会等＞
☆ 第11回社会言語科学会研究大会
会　期：2003年 3月 8日（土），9日（日）
会　場：立教大学池袋キャンパス
（東京都豊島区西池袋 3-34-1）

照会先：社会言語科学会研究大会委員会
E-mail: jasstaik@kc4.so-net.ne.jp
または
社会言語科学会研究大会委員長 片桐恭弘
国際電気通信基礎技術研究所
〒619-0288 京都府相楽郡精華町光台2-2-2
Tel: 0774-95-1182, Fax: 0774-95-1178
E-mail: katagiri@atr.co.jp
URL: http://www008.upp.so-net.ne.jp/jass/

☆ 第35回数理社会学会大会
会　期：2003年 3月 15日（土），16日（日）
会　場：大分大学
照会先：大会事務局
〒870-1192 大分市大字旦野原700
大分大学経済学部地域システム学科
豊島研究室気付

Tel & Fax: 097-554-7708
E-mail: stoy@cc.oita-u.ac.jp
URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/jams/

☆ 日本オペレーションズ・リサーチ学会
2003年春季研究発表会
会　期：2003年 3月 18日（火），19日（水）
会　場：慶應義塾大学理工学部矢上校舎
（横浜市港北区日吉3-14-1）

特別テーマ：人とシステムとOR
照会先：〒223-8522 横浜市港北区日吉3-14-1
慶應義塾大学理工学部管理工学科 小澤正典
E-mail: ozawa@ae.keio.ac.jp
Tel: 045-566-1624, Fax: 045-566-1617
または
学会事務局
〒112-0032 東京都文京区弥生2-4-16
学会センタービル

（社）日本オペレーションズ・リサーチ学会
Tel: 03-3815-3351（代）, Fax: 03-3815-3352
URL: http://www.orsj.or.jp/index2.html
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☆ 統計数理研究所シンポジウムISM Symposium
“Statistics, Combinatorics and Geometry”
会　期：2003年 3月 20日（木）～22日（土）
会　場：統計数理研究所（東京都港区南麻布4-6-7）
内　容：Discussion on the following topics to make interac-
tions in statistics, combinatorics and geometry.
Probablistic analysis on algorithm, Statistics and auc-
tion, Statistics and discrete geometry, Coding and pack-
ing.

照会先：統計数理研究所
伊藤栄明 itoh@ism.ac.jp, Tel: 03-5421-8763
種村正美 tanemura@ism.ac.jp, Tel: 03-5421-8735
Fax: 03-5421-8796
URL: http://www.ism.ac.jp/̃sugimoto/ism03/
ismsympo2003.html

☆ 統計数理研究所シンポジウムISM Symposium
“インターネット調査の現状を検証する―調査法
としての評価方法と標準化をどう考えるか―”
会　期：2003年 3月 25日（火），26日（水）
会　場：統計数理研究所（東京都港区南麻布4-6-7）
協　賛：日本行動計量学会，（社）日本マーケティン
グ・リサーチ協会，日本分類学会（予定を含む）

内　容：特別講演 Vasja Vehovar（University of
Ljubljana, Faculty of Social Sciences）”The Meta
Analysis of Web Surveys（仮題）”他，一般講演

照会先：統計数理研究所 大隅 昇
E-mail: ohsumi@ism.ac.jp
Tel: 03-5421-8741, Fax: 03-5421-8796
URL: http://www.ism.ac.jp/kokusai-kaigi.html

照会先：大会実行委員会
〒950-2292 新潟県新潟市みずき野3-1-1
新潟国際情報大学情報文化学部内
（担当：塚田真一）

Tel: 025-239-3111（代表）, Fax: 025-239-3690
E-mail: jscs17@nuis.ac.jp
URL: http://www.nuis.ac.jp/jscs17/index.htm

☆ 応用統計学会第25回シンポジウム
会　期：2003年 5月 26日（月）
会　場：統計数理研究所（東京都港区南麻布4-6-7）
テーマ：時空間解析とその応用
プログラム：特別講演 西井龍映（広島大学）「リモー
トセンシング画像への統計的手法の応用―判別分
析を中心として―（仮題）」，矢島美寛（東京大学）
「時系列解析から時空間解析への展望（仮題）」他，
一般講演等

照会先：応用統計学会事務局
〒107-0062 東京都港区南青山6-3-9 大和ビル2F
（財）統計情報研究開発センター内
Fax: 03-5467-0484
E-mail: applstat@sinfonica.or.jp
URL: http://www.applstat.gr.jp/

☆ 2003年度日本計量生物学会シンポジウム
会　期：2003年 5月 27日（火）
会　場：統計数理研究所（東京都港区南麻布4-6-7）
テーマ：生命情報科学
プログラム：特別セッション「遺伝子に関する統計解
析上の諸問題」オーガナイザー 吉村 功（東京理科
大学工学部），大橋靖雄（東京大学医学部）他，一
般講演，チュートリアル等

照会先：日本計量生物学会事務局
〒107-0062 東京都港区南青山6-3-9 大和ビル2F
（財）統計情報研究開発センター内
Fax: 03-5467-0482
E-mail: biometrics@sinfonica.or.jp
URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/jbs/

＜シンポジウム・研究集会・講演会等＞
☆ 日本オペレーションズ・リサーチ学会
第49回シンポジウム
会　期：2003年 3月 17日（月）
会　場：慶應義塾大学理工学部矢上校舎
（横浜市港北区日吉3-14-1）

テーマ：数理計画の理論と実装
照会先：〒223-8522 横浜市港北区日吉3-14-1
慶應義塾大学理工学部管理工学科 小澤正典
E-mail: ozawa@ae.keio.ac.jp
Tel: 045-566-1624, Fax: 045-566-1617
または
学会事務局
〒112-0032 東京都文京区弥生2-4-16
学会センタービル

（社）日本オペレーションズ・リサーチ学会
Tel: 03-3815-3351（代）, Fax: 03-3815-3352
URL: http://www.orsj.or.jp/index2.html
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＜日本で開催される国際会議＞
☆ 第8回総合研究大学院大学国際シンポジウム
―21世紀の科学の方法論―
葉山セッション
会　期：平成15年 3月 5日（水）～3月7日（金）
会　場：総合研究大学院大学
（神奈川県三浦郡葉山町，湘南国際村）

一般講演会
会　期：平成15年 3月 8日（土）
会　場：渋谷クロスタワーホール
葉山セッションの内容：
第1部：「科学の諸分野におけるシミュレーション
研究の最前線」自然科学および社会科学の諸分
野におけるシミュレーション研究の最前線のレ
ビュー講演

第 2部：「21世紀の科学に質的転換をもたらすシ
ミュレーション技術」観測・実験のパート
ナー、あるいは先導者として21世紀の科学の
質的転換を図るシミュレーション技術及びシ
ミュレーション環境についての特集

第3部：パネルディスカッション「21世紀のシミュ
レーション科学」21 世紀を展望するシミュ
レーション研究として、個別階層シミュレー
ションから全動態シミュレーションへの転換を
目指した具体的取り組み・計画、将来展望等に
ついての講演とパネルディスカッション

3月6日にポスターセッションもあり。
照会先：国際シンポジウム実施委員会委員長
堀内利得（核融合科学研究所理論・シミュレーショ
ン研究センター）

Tel: 0572-58-2377, Fax: 0572-58-2626
E-mail: hori@tcsc.nifs.ac.jp
URL: http://koryu.soken.ac.jp/̃center/home/kokusai/
2002/Nihongo/index.htm

☆ 第34回国際シミュレーション＆ゲーミング学会
大会（ISAGA2003）
（日本行動計量学会後援）
会　期：2003年 8月 25日（月）～29日（金）
主　催：日本学術会議，日本シミュレーション＆ゲー
ミング学会（JASAG）
URL: http://www.jasag.org/

会　場：かずさアカデミアパーク
（千葉県木更津市矢那1637）
URL: http://www.kap.co.jp/

テーマ：シミュレーション＆ゲーミングの社会的貢献
と責任

照会先：ISAGA2003組織委員会
〒223-0062 神奈川県横浜市港北区日吉本町1-4-24
科学技術融合振興財団（FOST）内
Tel: 045-562-5447, Fax: 045-562-6132
E-mail: secretary@isaga2003.org
URL: http://www.isaga2003.org/

公募・求人情報

本コーナーでは計量的手法や統計学と関係が深
いと思われる公募を中心に紹介します。
なお、研究者の公募情報は、例えば「研究者人材

データベース（JRECIN）」で参照することができま
す。URLは下記の通りです。ご活用をお勧めします。

http://jrecin.jst.go.jp/
JRECINのキーワード検索でヒットした公募等の

件数（2月上旬の数字）は、「行動」で16件、「計量」
で6件、「測定」で13件、「統計」で9件、「数理」で
18件、「社会学」で13件、「社会調査」で4件、「政
治学」で4件、「心理学」で11件、「認知」で2件、
「マーケティング」で3件、「看護学」で42件、「保
健学」で16件、「公衆衛生」で1件、などでした。
以下の公募は、 応募期限の早い順に並んでいま

す。応募資格等、公募情報の詳細については、公募
元にご確認下さい。
以下には上記JRECINに含まれていない公募情報

も掲載されている場合があります。原則として、本
学会に直接広報依頼のあった公募については詳細に
情報を記載します。

☆ 千葉大学大学院自然科学研究科
職種：助教授１名
専攻分野：数理統計学
応募資格：博士の学位を有する者で、年齢については
40歳程度まで

担当授業科目等：数理統計学、同演習、統計数理学特
論等のうちの幾つか、及び全学向けの統計学、数
学（微積分学、線形代数学）の授業
＊大学院自然科学研究科博士課程における数理統
計学の研究指導を担当予定

［註］理学部数学・情報数理学科を兼務の予定
着任予定時期：遅くとも平成15年 10月 1日
提出書類：
(1) 履歴書（電子メールアドレスを記入すること、
氏名を自署すること）

(2) 研究業績リスト
(3) 主要な論文の別刷（又はその写し）
(4) これ迄の研究の概要と今後の研究計画
（A4判用紙2～3枚程度）
教育経験の概要と今後の教育に対する抱負
（A4判用紙1～2枚程度）

(5) 研究業績を問合せることのできる研究者があれ
ば、その氏名・所属・連絡先及び電子メールア
ドレス

応募期限：平成15年 3月 14日（金）必着
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照会先：〒560-8531 豊中市待兼山町1-3
大阪大学大学院基礎工学研究科数理科学分野
Ａ：数理科学分野教授 鈴木 貴
E-mail: suzuki@sigmath.es.osaka-u.ac.jp

Ｂ，Ｃ：数理科学分野教授 白旗慎吾
E-mail: sirahata@sigmath.es.osaka-u.ac.jp

問い合わせはE-mail に限る。
数理科学分野についての詳細は
http://www.sigmath.es.osaka-u.ac.jp を参照。

☆ 統計数理研究所
公募人員：文部科学教官助手１名
所属：調査実験解析研究系多次元解析研究部門
研究分野等：個別諸科学におけるさまざまな種類の統
計データの多変量・多次元解析法に関する研究（単
に既存の解析手法をデータに適用するのではなく、
調査は実験によるデータ収集の段階から個別科学
分野に関与し、適切な解析手法を新たに研究・開
発することに関心のある方を望みます。）

応募資格：博士の学位を有する者、又は、取得見込み
の者

任期：6年（ただし1回に限り再任可、再任期間は最
長4年）

採用予定時期：2003年 7月 1日以降の早い時期
応募期限：2003年 4月 21日（月）必着
照会先：〒106-8569 東京都港区南麻布4-6-7
統計数理研究所管理部庶務課人事係
Tel: 03-5421-8707, Fax: 03-3443-3552
統計数理研究所の情報はホームページ
http://www.ism.ac.jp/を参照して下さい。
概要、年報（一部）が掲載されています。

応募書類の提出先：封筒の表に、「助教授応募書類在
中」と朱書して、簡易書留でお送り下さい。
＊応募書類返送を希望する場合は、返送用封筒に
返送先を記入して同封すること。返送用封筒が
ないものは返送しません。

［宛先］千葉大学理学部数学・情報数理学科
〒263-8522 千葉市稲毛区弥生町1-33 中神潤一

問合せ先：
中神潤一 Tel: 043-290-2718 全般的な事柄
E-mail: nakagami@math.s.chiba-u.ac.jp

田栗正章 Tel: 043-290-2725 分野等内容的な事柄
E-mail: taguri@math.s.chiba-u.ac.jp

☆ 岡山大学教育学部
職名・人員：助教授１名
所属：学校教育学講座（教育心理系）
専門研究領域：教育評価・測定
担当予定授業科目：【学部】教育評価・測定、同演習、
教育統計学、教育心理学概説等、【修士課程】教育
評価特論、同演習等、【博士課程】専門講義と研究
指導を担当することがある。他に教養科目として
英語などの一部分担もあり得る。

着任時期：2003年 10月 1日
応募期限：2003年 3月 31日（月）消印有効
照会先：岡山大学教育学部学校教育学講座（教育心理
系）教授 井上祥治
〒700-8530 岡山市津島中3-1-1
E-mail: inouesho@cc.okayama-u.ac.jp
Tel&Fax: 086-251-7715

☆ 大阪大学大学院基礎工学研究科
大阪大学大学院基礎工学研究科数理科学分野で下

記要領により教授・助教授３名を公募。なお当分野は
平成15年4月にシステム創成専攻数理科学領域に改組
の予定。
所属：
Ａ：数理科学領域数理モデル講座，教授（着任時
期：平成16年 4月）

Ｂ：数理科学領域統計数理講座，教授（着任時期：
平成16年 4月）

Ｃ：数理科学領域統計数理講座，助教授（着任時
期：平成15年 10月）

専門分野：
Ａ：非線形偏微分方程式および数理物理学
Ｂ：計算機統計学，医学統計学，計量ファイナン
ス等の応用的分野

Ｃ：計算機統計学，医学統計学もしくはその周辺
分野

応募資格：Ａ、Ｂに関しては、博士の学位を有し、大
学院博士後期課程の担当ができ、当該分野におけ
る十分な業績のある方。Ｃに関しては、博士の学
位を有し、当該分野における十分な業績のある方。
改組に伴う設置審の審査を受け，合格することが
条件となる。

応募期限：2003年 4月 10日（木）

日本行動計量学会Webページ
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html
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編集後記
恒例となりました春の合宿セミナーがまもなく

開催されます。特に、若手の研究者の皆様、ぜひ参
加をご検討ください。また、この会報に次回第31回
大会の第1号通信が同封される予定です。こちらの
方への参加も、ぜひご検討ください。
早いもので、私達3名が会報を担当してから、3

年間がたちました。今号が、私達が担当する最後の
号になります。時には、無理を申して原稿の執筆を
お願いしたケースなどもあり、これまでなんとか発
行してこられましたのも、会員の皆様のご協力のお
かげと感謝しております。次期の担当者の方にも、
変わらずのご協力をお願いいたします。担当の間
に、何か新しい試みをと思っておりましたが、毎回
の発行におわれ、結局のところ特に目新しい企画も
できずに、3年間が過ぎてしまいました。勝手なお
願いですが、次期の担当者の方には、何か考えてい
ただけたら、と思っております。
今号を作成するにあたり、会員の方々から、いろ

いろな情報をいただきました。会員の方が出版され
た著書や、関連学会の大会、シンポジウムの案内な
ど、会報に掲載すべき記事がございましたら、ぜひ
とも情報をお寄せください。

会報原稿送付先
皆様からの情報をお待ちしております。

〒274-8510 千葉県船橋市三山2-2-1
東邦大学理学部情報科学科
菊地賢一 kikuchi@is.sci.toho-u.ac.jp
TEL & FAX: 047-472-1182

題字：林知己夫
会報作成担当：菊地賢一・前田忠彦・西山悦子

日本行動計量学会会員数
（2003年1月8日現在）
正会員 1040名
準会員 91名
名誉会員 6名
賛助会員 18社

入会手続き
学会では新入会員を広く募っています。詳し

くは、下記までお問い合わせください。

〒113-8622東京都文京区本駒込5-16-9
学会センター C-21
（財）日本学会事務センター内
日本行動計量学会係
TEL：03-5814-5810
FAX：03-5814-5825

学会誌論文投稿先
学会で発表された研究などを、できるだけ論文

として投稿してください。お待ちしております。

和文誌「行動計量学」
〒226-0015 横浜市緑区三保町32
東洋英和女学院大学　人間科学部
林　文
TEL: 045-922-5511（代表）

045-922-7264（研究室直通）
FAX: 045-922-6642（共用）
e-mail: fumih@toyoeiwa.ac.jp

欧文誌「Behaviormetrika」
〒565-0871 吹田市山田丘1-2
大阪大学人間科学部
日本行動計量学会欧文誌編集委員長
狩野　裕
e-mail: kano@hus.osaka-u.ac.jp

会員の著書等

☆ 甘利俊一・狩野 裕・佐藤俊哉・松山 裕・竹内 啓・
石黒真木夫「多変量解析の展開―隠れた構造と
因果を推理する―」（統計科学のフロンティア
５）岩波書店，2002年．

☆ 上田尚一「講座 情報をよむ統計学２ 統計学の論
理」朝倉書店，2002年．

☆ 上田尚一「講座 情報をよむ統計学３ 統計学の数
理」朝倉書店，2002年．

☆ 上田尚一「講座 情報をよむ統計学６ 質的データ
の解析―調査情報の読み方―」朝倉書店，2003
年．

☆ 上田尚一「講座 情報をよむ統計学７ クラスター
分析」朝倉書店，2003年．

☆ Noboru Hidano "The Economic Valuation of the En-
vironment and Public Policy: A Hedonic Approach
(New Horizons in Environmental Economics Series)
", Edward Elgar Pub., 2003.

☆ Yanai, H., Okada, A., Shigemasu, K., Kano, Y., and
Meulman, J. J. (Eds.) "New Developments in Psycho-
metrics", Springer Verlag, 2002. (Proceedings of the
International Meeting of the Psychometric Society,
IMPS2001, Osaka, Japan.)


